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2014 年 同志社大学法学部卒業 
2020 年 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 

研究科博士課程（五年一貫制）修了 
 博士（地域研究）取得 

2020 年～202３年 国立民族学博物館機関研究員 
202３年 東京外国語大学講師 
 

19９０年 ロンドン大学政治学部卒業 
１９９１年 オックスフォード大学大学院経済学部卒業 
１９９１年 アジア経済研究所入所 
20００〜０２年 ロンドン大学客員研究員 
201４年 一橋大学より博士号（経済学）取得 
202０年～ OECD（経済協力開発機構）客員研究員 
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東京外国語大学講師 
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 氏 
ジェトロ・アジア経済研究所海外研究員 

『ポピュラー音楽と現代政治-インドネシア 自立と依存の文化実践』 
金 悠進 著 

京都大学学術出版会 刊 

『グローバル・バリューチェーンの地政学』 
猪俣 哲史 著 
日経ＢＰ 日本経済新聞出版 刊 



 

第 18 回樫山純三賞の審査について 

選考委員代表 渡辺 利夫 
 

 第 18 回樫山純三賞は、2022 年 4 月から 2023 年 6 月までに日本国内で発刊されたアジア
関連図書を対象とし、そのうち最も優れた学術書と一般書にこれを授与するというもので
す。本年度も学術書 27冊、一般書 14 冊、両部門に共通するもの 5冊、計 46冊の応募があ
りました。いずれもレベルは高くどれを授賞作とするか審査員は熟考を重ね、ようやく結
論にいたったことを初めに申し述べておきます。 
 選考委員会は 7 月 7 日に開かれた第 1 次選考会において対象作を 12 点に絞り、6 人の審
査員がそれぞれ複数冊を分担して夏休みの期間中にこれを読み込み、8 月 31 日の最終選考
会では長時間に及ぶ熱い議論を経てようやくにして結論を出すにいたりました。 
 受賞作は、学術書としては金

ゆ じ ん

悠進さんの『ポピュラー音楽と現代政治―インドネシア 自
立と依存の文化実践』（京都大学学術出版会）、一般書としては猪俣哲史さんの『グロー
バル・バリューチェーンの地政学』（日経 BP 日本経済新聞出版）を選び、審査員全員の合
意となりました 。この 2著作につきましては、2人の審査員が講評を書き、全審査員にこ
れをメールで回覧し審査員がさらに筆を入れ、このリーフレットの中に掲載されておりま
す最終的な講評となりました。お読みくださればありがたく存じます。 
 金悠進さんの著作は、インドネシアを対象とし、ポピュラー音楽と政治との関係につい
て考察するという過去に研究例の少ない分野に切り込んだ意欲作です。スカルノ・スハル
ト時代の後の民主化時代において、政治と音楽との関係は複雑化し、一方で反権力を掲げ
る自立的な音楽実践者が政府批判を展開すれば、他方では著名歌手が政界に進出して権力
を握ったり、さらには社会派のミュージシャンが支持者を公然と応援するといった実に複
雑な様相を呈するにいたりました。 
 こうした政治と音楽との錯綜した関係性を規制する法案として 2019 年に議会に上程され
たのが「音楽実践法案」と称する非民主的なルールでした。これに反対する諸勢力の強い
反発を招いてこの法案が撤回されるという経緯をたどったというのです。本書はなぜこの
ような政治と音楽との複雑な関係がインドネシアで生起しているのか、その文化的背景に
著者自身の体験をもからませて迫った力作です。日本のインドネシア研究もここまでの深
まりをみせているのかと思わされる秀作でもあります。 
 猪俣さんの著作は「グローバル・バリューチェーン」（GVC）と呼ばれる世界的な価値ネ
ットワークが、現代世界の安全保障に大きな影響を及ぼしつつあるという現象に強い関心
を寄せ、国民の生存や財産を守護するものは国家のみだという発想から離れ、GVC が世界の
安全保障のありように大きな影響を及ぼすにいたった経緯を論じた著作です。安全保障と
GVC との関係を地政学の観点から考察しようとする雄大な構想から生まれたものが本書で
す。 
 動態を分析するトゥールとして著者は国際産業連関表を活用して国際生産ネットワーク
の構造を解析するという新しい手法を駆使しておりますが、このことも注目に値します。
本書の分析により「米中デカップリング」や新しい経済安全保障のありようを探るという
野心までみせております。本書はこれからさらに本格化するでありましょう GVC 研究のイ
ンフラストラクチャーとなることを予想させる秀作でもあります。 
 この 2 著作以外にも本年度は優秀作が多く、最後の最後まで受賞作候補として審査委員
会の場で話題になったのは、学術書では、櫻田智恵さんの『国王奉迎のタイ現代史』（ミ
ネルヴァ書房）、一般書では、城山英巳さんの『天安門ファイル』（中央公論新社）の 
2 つであったことを申し添えておきます。 
 受賞された執筆者の一層のご精進、アジア研究に関する著作の出版に精出してくださっ
ている出版社のご尽力に対し深く感謝を申し上げる次第であります。  
                                                                      （以上） 
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